
第3回人材育成講座 (2016/1/26)  1 

低コストで知識などを提供する工夫 
東北大学 原子分子材料科学高等研究機構 (WPI-AIMR)  
      マイクロシステム融合研究開発センタ (μSIC)  
      センターオブイノベーション(COI)東北拠点 
 

        江刺正喜 

 アウトソーシングせず自分でやる (空洞化対策) 

  (自作装置や古い装置の活用など) 

 ニーズに応え何でもやり、自分が成長 (分野開拓) 

    (オンザジョブでトレーニング) 

 設備共用 (完成度を高め役立つものに仕上げる) 

 アクセスしやすい情報蓄積整理 (良い知識提供) 

 委員会による評価よりも市場原理 



2 カテーテル pH, PCO2 モニタ (クラレ, 日本光電) (1980に商品化)(大学院時代) 

ISFET (Ion Sensitive FET) 

(M.Esashi & T.Matsuo, Supplement to the J.J.AP.,44 (1975),339) 
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科研費で購入したマスク合わせ装置          自作の両面合わせ装置 

自作の酸化拡散炉   エッチング装置   
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1971年 ISFET (Ion Sensitive FET) の研究 (電子工学科 大学院)  

  20mmプロセス整備 

1976年   医用マイクロセンサ (電子工学科 助手)  

  共同実験室(ﾏｲｸﾛ加工室)整備 

1981年 CMOS LSI開発 (通信工学科 助教授)  

   LSI設計・試作環境整備 

1990年   (集積化)MEMS 開発 (精密工学科 教授) 

 1995年  ﾍﾞﾝﾁｬﾋﾞｼﾞﾈｽﾗﾎﾞ(現在のﾏｲｸﾛﾅﾉｾﾝﾀ)整備 

2007年 原子分子材料科学高等研究機構 (WPI-AIMR) 教授、工学研究科兼務 

 2007年 先端融合領域ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ創出拠点 

    2008年   (財)半導体研究振興会(半研)解散 (大学への移管) 

     2009年  ﾏｲｸﾛｼｽﾃﾑ融合研究開発ｾﾝﾀ (μSIC) 発足 

    2009年 最先端研究開発拠点 (FIRST) 

             2010年 試作コインランドリ整備 

2013年 工学研究科(兼務先) 定年退職 (後継者 田中秀治 教授) 
 

    2014年3月 FIRST 終了 

 (2017年3月 先端融合領域ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ創出拠点 終了(予定)) 

江刺の経緯とﾏｲｸﾛｼｽﾃﾑ融合研究開発ｾﾝﾀ (μSIC) (下線は共用施設)  

最終講義「設備共用へのこだわり」 
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1980年頃に科研費(一般A)で購入したオージェ電子分光計、マスク作製や
微細加工・組立などの共同利用機器を置いたマイクロ加工室を設置 (江刺、
新妻(当時助手)提案)  

→ 設備共同利用の実績とノーハウ蓄積   

オープンで利用し
ても誤って壊さない
ように書込貼付 
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(江刺正喜 ”東北大学におけるLSI設計試作教育経験”、昭和59年電気学会全国大会 (1984)) 

京都大 矢島研究室 

大学間計算機ネットワーク 

東北大 大形計算機
センター (TSS) 

(江刺正喜,大友雅彦“機能試験用LSIテスタの製作”昭和59年度電気関係学会東北支部連合大会(1984)) 

プログラミングの実習 

ディジタル回路の実習 
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マイクロ加工室 (新妻助手と設立) 
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(江刺正喜他、カスタムLSI用CADシステムとそれによる2次元バレルシフタの試作、電子通
信学会半導体トランジスタ研究会、SSD85-51, (1985))   

自作16ビットバレルシフタIC 2次元並列画像処理装置 
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カスタムLSI(2次元バレルシフタ)による並列画
像処理装置の動作例  (江刺正喜、徐敦、松尾正
之、電通学会研究会資料, SSD85-51,(1985))    

体内埋込テレメトリ用 CMOSIC 
  (H.Seo, M.Esashi and T.Matsuo, Frontiers 
of Medical and Biological Eng.,1(1989) 319)      

(M.Kameyama, T.Haniyu, M.Esashi and T.Higuchi, ISSCC (1985) 86)      

多値論理NMOSパイプライン画像プロセッサ 

Si On Saphire を用いた高温用オペアンプ 
(江刺正喜、大高章二、松尾正之、電通学会研究会資料, SSD86-57 (1986)) 



10 1980年当時の自作集積回路試作実験室       中古イオン注入装置 
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集積化容量型圧力センサ 

ウェハレベルパッケージング 

(Y.Matsumoto, S.Shoji, M.Esashi, 22nd Conf. on Solid State Devices and Materials (1990) 701)      



12 (小林真司 (村田製作所),三井隆,江刺正喜, センサ技術, vol.10, no10, pp.32-35, Oct.1990.) 

共通2線式触覚センサアレイ (ポーリング型) 

(22年前研究室で自作した集積回路、トランジスタ数は最大1000個/チップ  

(企業では、当時100万個/チップ、現在100億個/チップ)) 
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人と接触する安全なロボット用の触覚センサネットワーク (イベントドリブン、割込型) 

(室山真徳、巻幡光俊 他、電気学会論文誌Ｅ, 129,  (2009) 450) 

2.4mm 

LSIチップの写真 

乗り合い 
LSIウェハ 
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触覚センサネットワーク 
(M.Makihata, S.Tanaka, M.Muroyama, 

H.Yamada (Toyota motor), T.Nakayama, 

U.Yamaguchi, K.Mima, Y.Nonomura (Toyota 

CTL), M.Fujiyoshi and M.Esashi , Sensors 

and Actuators A, 188 (2012) 103-110) 



企業からの受託研究員 (130社) 

2010 2005 2000 1995 1990 

試作コインランドリ 
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(M.Nagao et.al.,SAE World 

Congress, Detroit, (2004)) 

100万台以上
に車に使用 
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18 

2009年6月出版 (彩流社)  
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マイクロ/ナノマシニング研究教育センター (MNC) 

(センター長 田中秀治) 
(1997年から2006年までﾍﾞﾝﾁｬｰ･ﾋﾞｼﾞﾈｽ・ﾗﾎﾞﾗﾄﾘｰ(VBL)) 

1階は2インチウェハにLSIを処理
できるクリーンルーム (600m2) 
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ベンチャーラボ利用の皆様へ ラボラトリー長  江刺 正喜  1998.2.6                         

 装置を使っている時に一緒について使い方を習ってもらうことにしました。教える
人はメンテナンスなども含めできるだけ詳細にまで教えてほしい。装置の維持は最も
使う人(研究室)にやって頂きます。,..... 
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部品整理表 IC分類整表 



1m 

CAD 

Prober 

Prober 

1 

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 
1 Network analyzer 関係 

2 UPS、バッテリ、ﾊﾟｰﾃｨｸﾙｶｳﾝﾀ 

3 安定化電源 

4 安定化電源 

5 オシロスコープ 

6 ﾏﾙﾁﾒｰﾀ､LCRﾒｰﾀ 

7 ﾊﾟﾙｽ・信号源、 ﾛｯｸｲﾝｱﾝﾌﾟ 

8 ﾌﾟﾛｰﾊﾞ・UVﾊﾛｹﾞﾝﾗﾝﾌﾟ､ 

9 ﾍﾟﾝﾚｺｰﾀﾞ､ﾏｲｸﾛ波･ﾐﾘ波 

10  ラﾝﾌとﾟ電源､ﾚｰｻﾞ電源 

11 ﾊﾟｿｺﾝ関係､ 

12 ﾃｽﾀ､半田鏝、BNCケーブル 

13 各種 (使用頻度小) 

14 工具 

15 線、質量分析装置 

16 ﾒｰﾀ､圧ｹﾞｰｼﾞ､恒温槽 

Network 

analyzer 

13 14 
15 

16 

17 

18 

Pure 

water 

Dicer 

Dicer 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 28 29 
30 

31 

32 

33 

34 

35 

36 
38 

37 

39 40 41 

51 

52 53 54 55 

56 

57 58 59 60 

17 光学部品 

18 光学部品 

19 減圧弁 

20 真空部品 

21 VCR他配管部品 

22 マスフローコントローラ 

23 ダイサー関係 

24 真空計装置、放射温度計 

25 真空計装置 

26 警報機、防毒マスク、エアガン 

27 櫛引先生関係 

28 マニュアル 

29 マニュアル 

30 ｳﾙﾄﾗﾄｰﾙ他配管 

31 スウェージロック 

32  ユーザ一時置き場 

33 不要工具箱他 

34 真空ゲージ 

35 真空ゲージ、スプレー  

36 工具・タップダイス 

37 ねじ 

38  ﾚﾝﾄｾｯﾄ､安全ﾍﾞﾙﾄ 

39  蒸着源や材料 

40 ポンプ・加熱器 

41  空ケース 

42 コード、電源プラグ 

50 塩ビ部品 

51 水用配管材料 

52 電気配線 

53 電気配線 

54 炉材 

55  水用フィルター 

56 樹脂製チューブ 

57 ガラス機器等 

58 ガラス機器等 

59 定尺配管材料 

60 定尺配管材料 

61 廃水用ポリタンク 

62 使い捨て手袋 

63 フィルタユニット 

64 試料ケース 

65 フィルタユニット 

61 
62 

63 
64 65 

A B C D E F 

G 

H 

I 

J K 

L 

M 

N 

O 

P 

Q R 

U 

引出し 

A 電子部品 

B 細分類した電子部品 

C 磁気テープ 

D 圧着端子他 

E アンカー・ねじ他 

F 六角穴ねじ 

G フランジカバー他 

H 金属ガスケット (ICF)  

I Oリング 

J 六角ねじ 

K ナット・ワッシャ 

L  微量液体用フィルタ 

M ｼﾝﾌﾚｯｸ管ｺﾈｸﾀ 

N くぎ・木ねじ他 

O ねじ (なべ・皿) 

P タップ・ダイス 

Q ユーザ一時置 

R ユーザ一時置  

S 不要部品 

T 蒸着源 

U  ユーザ一時置 

機械設備 

机 

棚 

引き出し 

SUS 
pipe 
welder 

机上棚 

西澤センター3階 

（測定設計室、機械室） 

A-Z 

1-100 

櫛引 
42 ボール盤 

50 

S 

除振台 

T 

除振台 



23 文献ファイル(500冊)の検索システム 

文献整理表 
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西澤 潤一   
元 東北大学 総長 

(現) 上智大学 特任教授 

(1961 - 2008) 

西澤研大学院生の回路の手伝いがきっかけで、博士
課程1年の時に半導体研究所で実験 

川内キャンパス内 青葉台 (現在 西澤記念研究センター) 
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会社が来て使う試作コインランドリ  

(4/6インチライン)  担当 : 戸津健太郎 准教授 

http://www.mu-sic.tohoku.ac.jp/coin/index.html 

共用設備で、ユーザが必要な装置を
必要な時に利用可能(利用分課金)。技

術は保有しているが、試作開発設備が
なくて困っている企業などが、人を派
遣して自分で試作を行うことで、開発
のコスト、リスクを軽減でき、実際の経
験を持つ技術者が育つ。 

技術・・・これまで大学で蓄積されたノ
ウハウにもアクセス可能。経験を有す
る技術者が支援。 

スタッフ 

http://www.mu-sic.tohoku.ac.jp/coin/index.html
http://www.mu-sic.tohoku.ac.jp/coin/index.html
http://www.mu-sic.tohoku.ac.jp/coin/index.html
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(4/6インチ
MEMSライン) 

1800 m 

試作コインランドリのクリーンルームとユーザ数 

2 

150社以上
利用 

国、学内の調
整を経て、試
作コインラン
ドリにおいて
企業が製品
製作できるよ
うにし、
2013/7より実
施 



試作コインランドリ ユーザー（これまで約150社の利用） 



試作コインランドリ 平成26年度収支   

事業費：17,400万円 

利用料収入 
11,400万円 
(前年比+34%) 

ナノテク 
プラットフォーム 
4,000万円 

人件費 
5,300万円 

光熱水費 
4,330万円 

装置維持費 
1,700万円 

施設使用料 
1,560万円 

施設維持費 
540万円 

旅費 
170万円 

消耗品費 
2,650万円 

プロジェクト、 
共同研究等 
2,000万円 

その他 
1,150万円 

収入 支出 
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第1回フラウンホーファシンポジウム in 仙台 

(2005/10/19) 

第10回フラウンホーファシンポジウム in 仙
台 (2014/11/26) 

ケムニッツにあるフラウンホーファENAS 

(Electronic Nano Systems) との連携 

フラウンホーファ研究機構と東北大の
交流協定調印式(仙台) (2011/11) 

フラウンホーファ研究機構と東北大の
プロジェクトセンター発足 (2012/4)     
WPI-AIMRとして常駐 

ドイツ フラウンホーファ研究機構と仙台
市の交流協定調印式(ﾐｭﾝﾍﾝ)(2005/7) 

特許はフラウンホーファに所属、利益の半分は東北大 



(IMEC M.Yoneyama 2012/6/12) 

数井 東北大理事と Luc 

Van Den Hove IMEC社長 

2012/6/21 IMECで共同セミナー     2013/11/8 仙台で共同セミナー   2014/11/12 IMECで共同セミナー 

“your lab and imec 

are very 
complimentary” 

Rudy Lauwereins, 

Vice-President of 

IMEC 

2015/11/12 仙台で共
同セミナー 

31 

ベルギー iMEC との戦略連携 
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仙台 MEMS ショールーム  

 (2012/5/16 リニューアルオープン, 

100個以上のMEMSサンプル) 

http://www.mu-sic.tohoku.ac.jp/showroom/index.html (日本語) 

http://www.mu-sic.tohoku.ac.jp/showroom_e/index.html (英語) 

http://www.mu-sic.tohoku.ac.jp/showroom/index.html
http://www.mu-sic.tohoku.ac.jp/showroom/index.html
http://www.mu-sic.tohoku.ac.jp/showroom/index.html
http://www.mu-sic.tohoku.ac.jp/showroom_e/index.html
http://www.mu-sic.tohoku.ac.jp/showroom_e/index.html
http://www.mu-sic.tohoku.ac.jp/showroom_e/index.html
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A1 電気計測 : ポテンショメータ、光ガルバノ×4  

A2 有線通信 :マイク、ヘッドホン 

A3 無線通信 : 真空管ラジオ、トランジスタラジオ 

B1 録音 : エジソン蓄音機、磁気記録、真空管テープレコーダ 

B2 計算機 : 機械式計算機、電卓 

C1 真空管 : 各種真空管(送信管他)、持ち帰り用真空管 

C2 トランジスタ・IC : 真空管からIC、LSIの進歩 

C3 バガディの予測 (1964) 

D1 光学機器 (1) 光計測: 顕微鏡、光高温計、ゴーレセル 

D2 光学機器 (2) カメラ : ｱﾅﾛｸﾞ記録ｶﾒﾗ 

E1 ホビー : からくり人形、Aibo 

E2 自動車 : T型フォード、マニュアル他 

F1 :計量器 : 化学天秤、温湿度計 

F2 時計 : ペンダント時計、モータ時計、 

F3 タイプライター : 携帯タイプライター 

G 清田製作所 

H 技術史関係書籍 

I 東北大、企業資料 
 

近代技術史博物館 (西澤センタ内)  

http://www.mu-sic.tohoku.ac.jp/museum/ 
点接触トランジスタ 

http://www.mu-sic.tohoku.ac.jp/museum/
http://www.mu-sic.tohoku.ac.jp/museum/
http://www.mu-sic.tohoku.ac.jp/museum/
http://www.mu-sic.tohoku.ac.jp/museum/
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二ポー板を用いた半電子式テレビの再現実験 
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iCAN (International Contest of Application in Nano / micro technologies)  

http://www.ican-contest.org/index.html 第5回 国際ナノ・マイクロアプリケーションコ
ンテスト（iCAN‘14） 世界大会、2014年7月19日（土）-22(火)  仙台 

2015年1月7日-9日 ラスベガス Consumer 
Electronics Show (iCANチーム、iCAN発ベンチャ) 
3/8（日）18：30～ TBC TV 「夢の扉＋ 10周年記

念スペシャル」で放映 

http://www.ican-contest.org/index.html
http://www.ican-contest.org/index.html
http://www.ican-contest.org/index.html
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郡山北県立工業高等学校 
iCAN’11優勝「指文字翻訳機」京都大学   

iCAN’14 優勝 

iCAN’15 優勝 「どこでも茶道」東北大・大阪大 

第６回ものづくり日本大賞 内閣総理大臣賞 

郡山北県立工業高等学校 

「ProROBO（防災・防犯ロボット）」 



37 MEMS ﾊﾟｰｸｺﾝｿｰｼｱﾑ (MEMSPC)主催 MEMSセミナー 

  参加費、資料 (印刷物、CD)代無料、 

  参加申込不要 (手間最小、中身最大) 

 

   2006年 8/23-25    東京  参加者   280名 

  2007年 8/22-24  仙台  参加者    80名 

  2008年 8/20-22   福岡  参加者    150名 

  2009年 8/4-6       名古屋 参加者   100名 

  2010年 8/5-7       つくば  参加者   211名 

  2011年 8/9-11      京都  参加者   170名 

  2012年 8/22-24    東京    参加者   226名 

  2013年 8/7-9        筑波大 参加者   110名 

     2014年 8/5-7     大阪(関西大) 参加者    140名 

     2015年 8/5-7  豊橋(豊橋技科大)参加者   161名 

  2016年 8/3-7     仙台  (予定)  
 

大学に蓄積した豊富な知識の提供 
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平成18、19年度 経産省産学連携製造中核人材育成事業 

平成20年度以降 自主事業 
MEMS人材育成事業 

アドバンテスト研究所、アルプス電気、日本電波工業、ペンタッ
クス、システック井上、ヤマハ、凸版印刷、コニカミノルタ、積水
化学工業、アドバンテスト、村田製作所、富士機械製造 他 

 

各企業からテーマを持ってきて試作実習 
加速度センサ、RFスイッチ、ジャイロ、圧力センサ、微動ステー
ジ、可変インダクタなど 

 



㈱MEMSコア 

(仙台 泉) (開発請負) 

㈱アドバンテストコンポーネント 
(仙台 愛子) (生産請負) 

東北大学 試作コインランドリ (仙台 青葉台) 

(オープンアクセス施設)  

MEMSパークコンソーシアム(MEMSPC)のコラボレーション 39 

東北大学(仙台 青葉山) (初期試作) 

企業 



会社 

 ＜応用＞        ＜基礎＞ 

会社 

以前 
大学 

会社 
大学 

現在 

今後(欧州) 

試作開発のための共用設備 

公的研究機関 

大学 

公的研究機関 

公的研究機関 

国外ベンチャ企業 

国内外ベンチャ企業 

ローム㈱  ← Kionics (米国) [加速度センサ] 

㈱村田製作所 ← VTI (フィンランド) [加速度センサ]  

TDK㈱ ← EPCOS (ドイツ) [高周波部品] 

メガチップ㈱ ← SiTime (米国) [MEMS 発振器] 

アルプス電気㈱ ← Qualtre (米国) [ジャイロ]  

シャープ㈱ ← Pixtronix (Qualcomm) (米国) [モバイル用ディスプレイ] 

MEMSは開発がボトルネック ⇒ 国外(ベンチャ)企業との事業統合による日本企業の生き残り 

組織間の壁を
低くし集団で力
を発揮 
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